
 
 
 

・図形を構成要素（面、辺、頂点）に着目して捉えている。 

・辺や頂点を合わせて並べたり、点をつないだりして図形の構成について考えようとしている。 

・ずらす、回す、裏返すなどすることによって、図形を変形させようとしている。 

 

 
★児童が課題意識をもち、単元（題材）を通して学び続けていくための工夫 

 本単元を通して、児童が主体的に学習に取り組むことができるよう、導入

の工夫を行う必要がある。導入では、挑戦状という形で問題提示し、課題解

決したいという児童の意欲を高めていく。また、本単元を通して既習事項を

掲示することで、前時の形を生かしたり、形の相違点を見付けたりして、自

力解決できるようにする。 

 

★学習課題と正対し、意見や考えをつなげ、深めていくための工夫 

 自分の考えに自信をもって発表することが苦手な児童が多いため、ペア学

習を取り入れる。ペアで予想をしたり、色板の並べ方について共有したりす

ることで、様々な考え方に触れ自信をもって発表できると考える。また、タ

ブレットを活用し、自分の作った形を残すことで自分と友達の考えを比較で

きるようにする。教師が補助発問をすることで、子ども達の話し合い活動を

活発にしていく。 

 

★児童が「見方・考え方」を働かせながら学びを深めていくための工夫 

 図形の辺や頂点に着目し、合わせて並べたり、点をつないだりして図形を

構成しようとするときに、その考え方を認める言葉掛けを行う必要がある。

そこで、教師の言葉掛けを整理し授業に臨むことで、児童の数学的な見方・

考え方をもたせ、考え方を育んでいく。 

 

研究主題に迫る手立て 

 

本単元における主体的に問題解決しようとする児童の姿 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレットを活用し、今までに作った形をまとめました。単元を通して、ど

のような形作りをしてきたのかを振り返ったり、友達と形を比較し合ったり

する際に活用しました。 

前時で出てきた「ぴったりのなかま」を使って、教室に空いた穴をふさぐ

活動をしました。どこをぴったり合わせるとよいのか考え、友達と話し合い

ながら学習しました。 

形作りの苦手な児童には、友達の作った形を見ながら作ったり、ヒントカ

ードを活用したり、補助発問を増やす必要がありました。 


